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コ
ロ
ナ
は
３
年
目
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
２
年
目
に

突
入
し
、
日
本
は
戦
争
の
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
本
会
は
３
年
ぶ
り
に
白
虎
隊
記
念
碑
の
設
置

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
本
会
の
目
的
は
「
白
虎
隊
の

“
義
”」
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
白
虎
隊
の
“
義
”

と
は
「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
」
の
会
津
の
教
え
で
あ

っ
て
、
人
と
し
て
生
ま
れ
た
限
り
、
あ
る
べ
き
規
範
を

守
り
、
筋
を
通
し
た
生
き
方
を
貫
く
こ
と
で
す
。
白
虎

隊
士
が
飯
盛
山
で
自
刃
し
た
理
由
は
会
津
戦
争
で
朝
敵

と
さ
れ
た
理
不
尽
に
抗
議
し
潔
白
を
証
す
る
た
め
で
し

た
。
明
治
維
新
は
我
が
国
の
大
き
な
転
換
点
で
し
た
。

国
際
化
を
進
め
る
中
で
軍
国
主
義
が
台
頭
し
侵
略
戦
争

に
進
み
、
敗
戦
・
降
伏
・
民
主
化
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

　

こ
の
戦
争
は
独
裁
者
プ
ー
チ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
戦
争
で
す
。
大
義
が
無
い
ウ
ソ
つ
き
戦
争
が
特
徴

で
。
最
大
の
被
害
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
で
す
が
、
ロ

シ
ア
国
民
も
ま
た
被
害
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
愚
行
は

や
が
て
歴
史
の
裁
き
を
受
け
ま
す
が
、
そ
の
中
に
私
た

ち
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
血
を
引
く
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家

の
ア
レ
ク
シ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
は
「
戦
争
を
止
め
る
た
め
に

は
一
人
一
人
が
こ
の
戦
争
を
直
視
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
郡
上
八
幡
の
凌
霜
隊
の
碑
を
訪
ね
て

　

戊
辰
戦
争
で
郡
上
藩
は
新
政
府
軍
に
付
く
と
同
時
に

凌
霜
隊
を
会
津
に
派
遣
す
る
と
い
う
ニ
股
作
戦
を
と
り

ま
し
た
。
戦
後
帰
藩
し
た
凌
霜
隊
士
35
名
は
藩
命
に
従

っ
た
に
も
関
ら
ず
脱
藩
の
罪
人
扱
い
さ
れ
悲
運
の
生
涯

を
送
り
ま
し
た
。
現
地
に
は
碑
が
あ
り
、
白
虎
隊
と
共

に
戦
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
盛
山
に
は
「
道

ハ
一
筋
ナ
リ
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
が
知
る
人
は
少
な
い
。

会
津
と
長
州
の
交
流

　

会
津
戦
争
か
ら
百
二
十
年
経
た
昭
和
62
年
萩
市
か
ら

会
津
へ
友
好
都
市
提
携
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
猛
反
発
で
頓
挫
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
35
年
、

萩
の
山
本
貞
壽
先
生
の
尽
力
で
交
流
は
確
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。
本
会
も
「
世
界
平
和
」
を
目
標
に
下
関
支
部

を
中
心
に
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
過
去
の
戦

争
に
拘
泥
す
る
よ
り
未
来
を
志
向
し
ま
す
。
３
年
前
の

松
平
家
当
主
に
続
き
、
こ
の
た
び
会
津
か
ら
山
口
へ
の

団
体
訪
問
が
あ
り
、
雪
解
け
の
兆
候
を
感
じ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
他

　

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
過
去
の
記
念
碑

設
置
状
況
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
充
実
さ
せ
ま
し

た
。

　

会
報
は
本
会
会
員
を
繋
ぐ
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

絆
で
す
。
本
年
度
事
業
に
加
え
、
会
員
３
名
か
ら
寄
稿

文
を
頂
き
、
会
津
か
ら
の
訪
問
記
他
を
加
え
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

以
下
の
ペ
ー
ジ
に
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
を
ふ
り
返
っ
て

会
長
兼
事
務
局
長
　
飯
沼 

一
元

凌霜隊の碑と説明板。郡上八幡城の観光の目玉は凌霜隊と白虎
隊になっており参拝客が絶えない。

山口県長門駅に設置された観光案内図。
中央に美祢市楢崎屋敷跡の恩愛の碑がある。
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一
、
は
じ
め
に

　

只
見
線
は
会
津
若
松
駅
か
ら
新
潟
県
魚
沼
市
の
小
出

駅
ま
で
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
線
。
豪
雪
地

帯
や
秘
境
を
走
行
す
る
た
め
赤
字
線
で
あ
り
な
が
ら
、
国

鉄
の
廃
止
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
車
窓
か
ら
眺
め
ら

れ
る
沿
線
の
光
景
は
美
し
く
、
只
見
川
の
渓
谷
美
、
新

緑
や
紅
葉
が
美
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
海
外

に
も
伝
わ
り
、
外
国
人
観
光
客
か
ら
も
人
気
。
会
津
若

松- 

会
津
柳
津
（
や
な
い
ず
）
間
は
１
９
２
８
年
に
開

業
し
た
が
、
田
子
倉
ダ
ム
建
設
の
専
用
鉄
道
な
ど
多
く

の
追
加
工
事
を
経
て
、
１
９
６
３
年
に
国
鉄
線
と
し
て

開
業
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
に 

新
潟
・
福
島
を

襲
っ
た
豪
雨
に
よ
り
橋
梁
等
が
流
出
し
不
通
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
苦
難
を
克
服
し
２
０
２
２
年
十
月
一
日
11
年

ぶ
り
に
全
線
運
転
再
開
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

二
、
旅
支
度

　

只
見
線
の
旅
は
２
０
２
２
年
11
月
17

−

18
の
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
に
決
め
た
。
車
を
使
わ
な
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
老

夫
婦
一
泊
旅
行
で
あ
る
。
ま
ず
、
安
司
さ
ん
に
電
話
し

て
趣
旨
を
話
す
と
、
混
雑
す
る
か
ら
宿
の
手
配
が
第
一

と
の
こ
と
で
、
柳
津
の
か
わ
ち
を
予
約
。
送
迎
は
日
に

２
回
だ
け
と
。
東
京
か
ら
の
路
線
は
東
北
線
の
郡
山
か

上
越
線
の
越
後
湯
沢
～
小
出
経
由
で
あ
る
が
行
帰
り
と

も
後
者
に
し
た
。
自
宅
か
ら
は
小
出
ま
で
３
時
間
、
只

見
線
で
柳
津
ま
で
は
５
時
間
も
か
か
る
。
柳
津
観
光
ガ

イ
ド
を
予
約
し
、
現
地
は
タ
ク
シ
ー
で
案
内
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
が
、
な
ん
と
タ
ク
シ
ー
は
３
台
し
か
な

い
と
の
こ
と
。

三
、
出
会
い

　

案
の
定
、
席
は
ほ
ぼ
満
席
。
な
ん
と
か
席
を
確
保
で

き
て
ホ
ッ
ト
し
た
。
隣
席
の
５
人
は
分
厚
い
資
料
を
広

げ
て
議
論
開
始
。
元
国
鉄
職
員
で
只
見
線
の
工
事
に
関

わ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
難
工
事
の
歴
史
を
解
説
し
て
く

れ
る
。
会
津
に
入
っ
て
か
ら
は
白
虎
隊
の
話
で
盛
り
上

が
っ
た
。

　

宿
で
は
若
い
カ
ッ
プ
ル
と
出
会
っ
て
、
白
虎
隊
に
興

味
深
々
。
ス
マ
ホ
で
早
速
貞
吉
本
を
注
文
す
る
ほ
ど
。

　

柳
津
の
見
ど
こ
ろ
は
景
色
と
圓
藏
寺
（
弘
法
大
師
の

虚
空
藏
菩
薩
で
有
名
）
と
画
家
の
斉
藤
清
。
中
で
も
会

津
の
雪
景
色
を
あ
た
た
か
み
の
あ
る
版
画
に
し
た
作
品

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
森
川
敬
寿
氏
の
遠
戚
と
か
。

　

帰
り
は
逆
戻
り
の
コ
ー
ス
。
升
席
に
同
席
し
た
二
人

は
東
京
か
ら
来
た
鉄
道
写
真
家
と
の
こ
と
。
出
身
大
学

が
愚
息
と
同
じ
と
か
で
親
し
く
な
り
、
後
日
写
真
を
２

枚
送
っ
て
く
れ
た
。

四
、
む
す
び

　

只
見
線
は
奥
が
深
い
。
年
間
三
百
日
は
写
真
撮
影
を

欠
か
さ
な
い
人
、
毎
日
必
ず
乗
車
す
る
人
な
ど
魅
せ
ら

れ
ハ
マ
っ
た
人
が
テ
レ
ビ
に
登
場
す
る
。
但
し
、
年
間

20
億
円
の
赤
字
と
の
こ
と
。
只
見
線
は
白
虎
隊
と
同
様

に
会
津
の
宝
で
す
。
両
者
を
繋
ぐ
企
画
も
検
討
し
た
い
。

い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
是
非
皆
さ

ん
に
お
勧
め
し
た
い
し
、
春
に
ま
た
訪
ね
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

只
見
線
の
旅

会
員
　
飯
沼 

一
元
（
世
田
谷
区
在
住
）

会津宮下駅のすすき 会津檜原-西方駅間-
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一
、
は
じ
め
に

　

白
虎
隊
が
出
陣
し
た
の
は
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）

８
月
22
日
、
飯
盛
山
で
自
刃
し
た
の
は
翌
23
日
な
の
で

僅
か
一
日
の
出
来
事
で
し
た
。
出
陣
は
、
旧
滝
沢
本
陣

跡
な
の
で
本
来
は
こ
の
地
に
碑
を
造
り
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
の
た
め
で
き
ま
せ
ん
の

で
良
い
代
替
案
は
無
い
か
と
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
今

般
石
田
明
夫
理
事
の
ご
尽
力
に
よ
り
本
陣
と
飯
盛
山
の

中
間
に
位
置
す
る
戸
ノ
口
堰
洞
門
入
口
近
く
の
会
津
若

松
市
水
道
局
の
敷
地
に
記
念
碑
を
造
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

本
会
は
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
に
飯
盛
山
に
白

虎
隊
自
刃
理
由
の
説
明
版
を
設
置
し
た
の
を
は
じ
め
、

白
虎
隊
戦
闘
の
地
説
明
版
、
白
虎
隊
士
生
家
跡
碑
七
基

の
設
置
な
ど
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
第
18
番

目
の
記
念
碑
設
置
と
な
り
ま
す
。

二
、
出
陣
の
地
と
終
焉
の
地
説
明
板

　

慶
応
４
年
８
月
23
日
、
会
津
藩
白
虎
士
中
一
・
二
番

隊
は
藩
侯
の
護
衛
と
し
て
滝
沢
本
陣
に
出
陣
。
昼
頃
、

十
六
橋
方
面
か
ら
援
軍
要
請
が
あ
り
、
松
平
容
保
公
か

ら
隊
長
日
向
内
記
率
い
る
士
中
二
番
隊
37
名
に
対
し
て

出
撃
命
令
が
出
さ
れ
、
戸
ノ
口
原
に
向
け
出
陣
し
ま
し

た
、

　

滝
沢
街
道
を
経
て
強
清
水
の
東
側
の
菰
土
山(

こ
も

つ
ち
や
ま)

に
午
後
４
時
頃
に
到
着
、
一
隊
は
こ
こ
で

塹
壕
を
掘
り
夜
営
し
ま
し
た
。
翌
23
日
早
朝
、
隊
長
が

戻
ら
な
い
と
い
う
不
測
の
事
態
に
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
一

隊
は
二
つ
に
分
か
れ
戸
ノ
口
原
に
て
新
政
府
軍
と
交
戦

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
数
と
兵
器
の
圧
倒
的
な
差
に

よ
り
、
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
田
隊
16
名
は
帰
城
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
途
中
で

道
を
間
違
え
滝
沢
峠
下
で
敵
と
遭
遇
し
、
一
人
が
負
傷

し
た
た
め
、
戸
ノ
口
堰
・
飯
盛
山
弁
天
洞
窟
に
入
り
、
洞

窟
を
く
ぐ
り
飯
盛
山
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
飯
盛
山
の

自
刃
地
か
ら
鶴
ヶ
城
方
面
を
見
る
と
城
下
は
砲
煙
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一
同
は
こ
こ
で
、
帰
城
か
玉
砕
か

を
巡
っ
て
激
論
を
戦
わ
し
ま
し
た
。
し
ば
し
の
後
、
隊

長
代
行
の
篠
田
儀
三
郎
が
「
武
士
の
本
分
を
明
ら
か
に

す
る
」
と
し
て
自
刃
を
提
案
。
か
く
し
て
一
同
列
座
し
、

鶴
ヶ
城
に
向
か
い
遙
拝
訣
別
の
意
を
表
し
、
午
前
11
時

頃
、
従
容
と
し
て
皆
自
刃
し
ま
し
た
。
白
虎
隊
の
自
刃

理
由
は
「
城
が
落
ち
た
と
誤
認
し
て
」
が
通
説
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
会
津
藩
は
他
の

ど
の
藩
に
も
増
し
て
朝
廷
に
忠
誠
を
つ
く
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
、「
朝
敵
・
国
賊
」
と
い
う
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た

理
不
尽
に
対
す
る
潔
白
の
証
と
し
て
、
白
虎
隊
は
自
刃

し
た
の
で
す
。

　

な
お
、
白
虎
隊
士
の
殉
難
忠
節
に
対
し
松
平
容
保
公

が
詠
ま
れ
た
左
記
の
弔
歌
を
説
明
に
添
え
ま
し
た
。

　

幾
人
の
涙
は
石
に
そ
そ
ぐ
と
も

　

そ
の
名
は
世
々
に
朽
じ
と
ぞ
思
う

�

源　

容
保

会
津
白
虎
隊
の
出
陣
の
地
と
終
焉
の
地

記
念
碑
設
置
の
企
画�

飯
沼  

一
元

図2　設置した説明板 図1　戸ノ口堰・飯盛山弁天洞穴入口
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一
、
説
明
板
の
設
置

　

白
虎
隊
の
会
で
は
令
和
４
年
９
月
22
日
に
戸
ノ
口
堰

入
口
の
会
津
若
松
市
水
道
局
の
敷
地
に
あ
る
鉄
柵
に
横

60
㎝
縦
40
㎝
の
説
明
板
を
設
置
し
、
除
幕
式
を
実
施
し

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
製
作
は
長
崎
の
ア
ド
・
ホ
リ

エ
社
、
施
工
は
塩
川
の
古
川
石
材
店
に
発
注
し
ま
し
た
。

当
日
、
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
見

劣
り
す
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
が
、
後
の
祭
り
。
い

ず
れ
は
縦
横
２
倍
の
も
の
に
差
替
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
雨
具
や
防
寒
具
・

長
靴
を
用
意
し
て
の
参
加
で
し
た
が
、
き
わ
ど
く
好
天

に
恵
ま
れ
、
天
の
味
方
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

30
名
で
地
元
関
係
者
の
他
に
、
遠
く
は
岡
山
・
京
都
・

東
京
な
ど
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

二
、
序
幕
式

　

地
元
か
ら
は
室
井
照
平
市
長
・
小
熊
慎
司
・
菅
家
一

郎
衆
議
院
議
員
・
目
黒
章
三
郎
元
会
津
若
松
市
議
会
議

長
・
石
田
明
夫
白
虎
隊
の
会
理
事
・
森
川
敬
寿
会
津
支

部
長
ら
に
招
待
状
を
送
り
、
全
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
会
津
支
部
の
永
田
清
さ
ん
で
、
森
川
さ
ん
の
開

会
挨
拶
に
続
い
て
、
飯
沼
が
経
緯
を
説
明
し
た
後
、
６

名
で
序
幕
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
長
お
よ
び
２
人
の
国
会
議
員
に
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
取
材
は
テ
レ
ビ
ュ
ー
福
島(

Ｔ
Ｕ
Ｆ)

と
福

島
民
報
で
し
た
。
な
お
、
Ｔ
Ｕ
Ｆ
は
洞
門
く
ぐ
り
に
も

同
行
し
、
こ
の
日
の
行
事
を
テ
レ
ビ
放
映
し
ま
し
た
。

三
、
む
す
び

　

史
跡
造
り
は
根
気
の
い
る
仕
事
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
始

ま
っ
て
三
年
。
何
を
し
よ
う
に
も
制
約
が
出
ま
す
。
で

も
、
い
ず
れ
後
世
の
人
が
「
あ
れ
！
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

看
板
が
あ
る
。
白
虎
隊
っ
て
ド
ラ
マ
の
出
来
事
だ
と
思

っ
て
い
た
ら
リ
ア
ル
な
ん
だ
」
な
ど
と
い
う
シ
ー
ン
が

現
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら

次
の
記
念
碑
の
構
想
を
練
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

会
津
白
虎
隊
の
出
陣
の
地
と

終
焉
の
地 

記
念
碑
序
幕

�

飯
沼  

一
元

図2　除幕後の記念写真 図1　除幕式

図3　福島民報掲載記事
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白
虎
隊
士
中
二
番
隊
の
隊
士
た
ち
が
見
た
景
色
、
通

っ
た
道
を
た
ど
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
気
持
ち
を
想
像
す

る
。
飯
盛
山
の
洞
門
く
ぐ
り
は
ま
さ
に
そ
の
体
験
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

飯
盛
山
の
洞
門
は
、
猪
苗
代
湖
か
ら
会
津
若
松
ま
で

水
を
引
く
「
戸
ノ
口
堰
」
の
一
部
。
開
墾
事
業
は
一
六

二
三
年
か
ら
始
ま
り
、
更
な
る
水
の
安
定
的
な
供
給
の

た
め
、
一
八
三
五
（
天
保
六
）
年
、
八
代
藩
主
容
敬
公

の
命
で
五
万
五
千
人
の
手
で
大
改
修
が
行
わ
れ
、
飯
盛

山
に
約
百
七
十
ｍ
の
洞
門
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。
慶
応
四

年
八
月
二
十
二
日
、
白
虎
隊
は
滝
沢
本
陣
か
ら
戸
ノ
口

原
方
面
へ
出
陣
。
翌
二
十
三
日
、
退
却
す
る
隊
士
た
ち

が
ま
さ
に
潜
っ
た
洞
門
で
す
。

　

二
〇
二
二
年
九
月
二
十
二
日
の
洞
門
く
ぐ
り
イ
ベ
ン

ト
の
直
前
に
大
型
台
風
が
接
近
し
山
陽
新
幹
線
は
計
画

運
休
を
決
定
。
運
休
直
前
の
列
車
に
運
よ
く
乗
車
出
来

ま
し
た
。
台
風
を
背
に
走
る
新
幹
線
の
中
で
、
白
虎
隊

が
戸
ノ
口
原
で
塹
壕
を
掘
っ
て
い
た
時
は
、
相
当
な
雨

風
で
台
風
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
、
無
事
に
会
津
若
松
へ

到
着
。
レ
イ
ン
ブ
ー
ツ
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
万
全
な
体

勢
で
す
。

　
「
白
虎
隊
出
陣
の
地
と
終
焉
の
地
記
念
碑
」
除
幕
式
へ

参
加
。
猪
苗
代
湖
か
ら
引
き
込
む
水
を
特
別
に
止
め
て

頂
き
、
水
が
引
く
の
を
待
ち
ま
す
。
飯
盛
山
の
北
側
の

洞
門
入
口
に
て
石
田
先
生
よ
り
解
説
を
伺
い
、
出
陣
。

白
虎
隊
が
潜
っ
た
当
時
の
洞
門
は
一
部
崩
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
現
在
通
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
昭
和
五
十
九

年
度
に
全
面
改
修
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
洞
門
で
す

が
、
大
人
が
通
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
高
さ
で
す
。
中
は
も

ち
ろ
ん
真
っ
暗
。
頭
上
か
ら
は
水
が
滴
り
落
ち
ま
す
。

足
元
は
く
る
ぶ
し
ぐ
ら
い
水
が
あ
る
中
を
懐
中
電
灯
や

ス
マ
ホ
の
明
か
り
で
照
ら
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
み

ま
す
。
少
し
歩
く
と
右
手
に
壁
の
く
り
抜
き
が
あ
り
、
覗

く
と
隊
士
が
潜
っ
た
旧
洞
門
が
間
近
に
見
え
ま
す
。
か

な
り
狭
い
空
間
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
岩
壁
。
古
さ
が
伺

え
ま
す
。
私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
場
所
は
水
が
引
い
て

い
ま
す
が
、
旧
洞
門
は
水
で
か
な
り
浸
っ
て
い
る
状
態

で
す
。

　

当
時
の
状
況
を
想
像
し
ま
す
。
雨
の
中
塹
壕
を
掘
り

寒
さ
厳
し
く
、
体
力
を
消
耗
し
食
糧
は
も
う
無
い
。
そ

ん
な
中
、
翌
朝
敵
と
応
戦
し
や
む
な
く
敗
走
。
滝
沢
峠

の
道
で
再
び
敵
に
遭
遇
、
敵
を
避
け
る
よ
う
に
暗
く
寒

い
洞
門
へ
。
か
な
り
低
い
体
勢
で
か
が
み
な
が
ら
、
頭

上
に
コ
ウ
モ
リ
が
飛
び
交
う
中
、
暗
闇
で
声
を
掛
け
な

が
ら
冷
た
い
水
の
中
を
歩
行
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
雨

が
降
っ
た
後
で
相
当
水
か
さ
が
増
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、

場
所
に
よ
っ
て
は
顔
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。
本
当
に
必
死
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
か

所
目
の
旧
洞
門
が
見
え
る
箇
所
も
更
に
空
間
の
狭
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

旧
洞
門
を
見
た
後
少
し
長
い
距
離
を
歩
く
と
、
よ
う

や
く
若
松
側
の
洞
門
出
口
へ
到
達
。
こ
こ
は
当
時
と
同

じ
出
口
で
す
。
普
段
は
水
が
張
っ
て
い
る
の
で
わ
か
り

づ
ら
い
で
す
が
、
水
を
止
め
る
と
洞
門
の
出
口
は
か
な

り
高
さ
が
あ
り
水
の
深
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
日
新
館
で

水
練
を
行
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
泳
ぎ
出
ら
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

洞
門
出
口
か
ら
は
し
ご
で
上
が
り
、
今
度
は
隊
士
た

ち
が
自
刃
し
た
地
ま
で
疎
水
沿
い
に
歩
き
ま
す
。
途
中
、

飯
盛
山
参
道
の
石
段
中
腹
へ
出
ま
す
。
石
段
を
横
切
り
、

更
に
疎
水
沿
い
に
歩
く
と
右
手
の
木
々
の
間
か
ら
眼
下

に
街
道
が
見
え
、
人
の
往
来
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
し

た
。
敵
が
な
だ
れ
込
み
城
へ
向
か
う
光
景
が
目
視
で
き

た
と
実
感
で
き
る
眺
め
で
す
。
激
し
い
憤
り
を
思
い
ま

す
。
最
期
の
地
、
飯
盛
山
の
中
腹
へ
。
開
け
た
視
界
か

ら
硝
煙
に
包
ま
れ
る
城
下
が
見
え
る
距
離
で
す
。
当
時

二
本
の
松
が
あ
っ
た
場
所
で
隊
士
た
ち
は
話
し
合
い
、

敵
に
捕
ら
わ
れ
る
恥
辱
を
回
避
し
、
武
士
の
本
分
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
自
刃
。
想
像
を
絶
す
る
精
神
力
の

強
さ
で
す
。

　

当
時
の
場
所
を
た
ど
り
、
隊
士
た
ち
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
考
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
洞
門
く
ぐ
り
は
三

回
目
の
体
験
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
参
加
し
た
い
で
す
。

洞
門
く
ぐ
り
に
参
加
し
て

会
員
　
星
野 

紀
子
（
岡
山
市
在
住
）

白虎隊が通った穴
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今
回
、
飯
沼
様
の
快
諾
を
得
て
、
部
外
者
な
が
ら
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
も
と
も
と
、
幕
末

の
歴
史
に
さ
ほ
ど
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
、
妻
の
影
響
で
少
し
ず
つ
興
味

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
伏

見
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
が
「
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
」
の
あ
っ
た
場
所
と
は
、
気
に
も
留
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
御
香
宮
神
社
の
駐
車
場
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
薩
摩
藩
の
本
営
が
あ
っ
た
こ

と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
去
年
、
所
用

で
伏
見
に
行
っ
た
お
り
、
こ
れ
ま
で
な
ら
、
素
通
り
し

て
い
た
場
所
で
、「
会
津
藩
駐
屯
地
跡
」
と
い
う
碑
を
見

つ
け
、
思
わ
ず
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、

新
た
な
発
見
で
し
た
。

　

会
津
藩
と
白
虎
隊
の
歴
史
に
つ
い
て
、
少
し
勉
強
し

た
と
は
い
え
、「
出
陣
と
終
焉
の
地
」
と
聞
い
て
も
そ
の

場
所
が
思
い
浮
か
ば
ず
、
戸
ノ
口
原
や
強
清
水
が
ど
こ

な
の
か
、
ま
た
、
飯
盛
山
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
「
白
虎
隊
が
辿
っ

た
道
案
内
図
」
を
見
て
、
出
陣
路
、
退
却
路
と
飯
盛
山

の
位
置
関
係
、
十
六
橋
の
場
所
な
ど
を
把
握
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
臨
み
ま
し
た
。
説
明
版
設
置
場
所
ま
で
の
車
中

で
、
少
年
た
ち
は
こ
の
任
務
へ
の
誇
り
を
胸
に
、
戸
ノ

口
原
に
向
か
っ
て
歩
い
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
し
た
。

　

除
幕
式
の
後
、「
弁
天
洞
窟
」
を
歩
き
ま
し
た
。
当
日
、

水
は
せ
き
止
め
ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
長
靴
に
懐
中

電
灯
と
い
う
恵
ま
れ
た
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、

少
年
た
ち
は
、
冷
た
い
水
が
流
れ
る
暗
闇
の
中
、
空
腹

や
寒
さ
、
不
安
に
耐
え
な
が
ら
、
こ
こ
を
進
ん
で
行
っ

た
の
か
と
思
い
、
少
し
は
、
疑
似
体
験
が
で
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
飯
盛
山
に
辿
り
着
い
て
、
そ
こ
で

激
論
を
交
わ
し
、
自
刃
に
い
た
っ
た
少
年
た
ち
は
、
ま

さ
に
「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
」
を
実
践
し
た
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
込
む
こ
と
の
多
い
現
代

こ
そ
、
会
津
藩
の
精
神
を
大
切
に
す
る
時
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、

大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
幕
末
の
歴
史
を
さ
ら
に

勉
強
し
て
、
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
会
津
を
訪
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

白
虎
隊
の
会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

伊
藤 

剛
（
京
都
府
在
住
）

会津若松駅にて
白虎隊出陣の地と終焉の地記念碑にて
（右は妻の京都支部会員麻弓）
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明
治
維
新
に
至
る
幕
末
の
一
大
出
来
事
、
戊
辰
戦
争

を
巡
る
物
語
を
ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
放
映
は

Ｂ
Ｓ
12
で
２
０
２
３
年
１
月
に
第
１
話
か
ら
第
７
話
ま

で
５
日
間
に
亘
る
全
７
時
間
の
大
作
を
無
料
で
見
れ
る
。

な
お
、
３
月
に
再
放
送
さ
れ
た
。
脚
本
は
ジ
ェ
ー
ム
ス

三
木
。
主
役
は
、
北
大
路
欣
也
演
じ
る
、
会
津
藩
家
老

西
郷
頼
母
。
松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
を
引
き
受
け
る

際
に
、
家
老
と
し
て
た
だ
一
人
反
対
の
意
見
を
申
し
述

べ
た
孤
高
の
家
老
、
西
郷
頼
母
の
姿
を
通
し
、
幕
末
の

会
津
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
白
虎
隊
士
の
孫
に
あ
た
り
、
そ
の
よ
う
な

立
場
か
ら
こ
の
ド
ラ
マ
の
感
想
を
述
べ
た
い
。
多
少
批

判
め
い
た
こ
と
を
書
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
表
題
は
「
白
虎
隊
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ド

ラ
マ
全
体
を
通
し
て
「
白
虎
隊
」
の
影
が
う
す
い
。
も

ち
ろ
ん
、
西
郷
頼
母
は
幕
末
の
会
津
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
、
し
か
も
一
般
に
は
決
し
て
表
舞
台
に

登
場
し
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
人
物
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
従
来
と
は
や
や
異
な
っ

た
あ
る
種
の
歴
史
解
釈
を
示
し
て
い
る
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
西
郷
家
の
21
人
全
員
が
自
宅
で
自
害
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
戊
辰
戦
争
さ
中
の
悲
惨
な
現
実
の

一
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
光
を
当
て
て
い
る
。

　

時
代
考
証
、
歴
史
検
証
が
ど
こ
ま
で
な
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
た
と
え
ば
、
証
拠
は
な

い
が
、
会
津
藩
士
の
会
話
の
な
か
で
、「
新
政
府
軍
・
西

軍
」
に
対
し
て
「
官
軍
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た

と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
西
郷
家
の
自
害
の
場
に
、
新

選
組
、
土
方
歳
三
が
登
場
す
る
の
も
違
和
感
が
あ
る
。

　

私
が
も
っ
と
も
強
調
し
た
い
の
は
、
白
虎
隊
士
の
自

刃
の
理
由
で
あ
る
。「
な
ぜ
、
白
虎
隊
が
飯
盛
山
で
自
刃

と
い
う
結
末
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
蘇
生

し
た
飯
沼
貞
吉
以
外
全
員
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
解

明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶

測
、
推
測
で
語
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
、
飢
え
と
疲
労
で

思
考
力
が
低
下
し
た
結
果
、「
若
松
城
は
落
ち
た
だ
ろ
う
。

藩
主
容
保
公
の
も
と
へ
」
と
死
を
急
い
だ
と
の
説
が
有

力
で
あ
る
。

　
「
白
虎
隊
の
会
」
会
員
の
方
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
が
、
２

０
０
８
年
那
須
塩
原
市
の
飯
沼
貞
吉
の
孫
、
飯
沼
一
浩

（
私
の
兄
）
宅
で
発
見
さ
れ
た
「
会
津
藩
白
虎
隊
顛
末
略

記
（
飯
沼
貞
吉
筆
）」
に
よ
る
と
、
飯
盛
山
に
た
ど
り
着

い
た
隊
士
た
ち
は
、
敵
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
か
、
間

道
を
抜
け
て
城
へ
も
ど
る
か
、
な
ど
「
甲
怒
り
乙
罵
り
、

激
論
以
て
之
争
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
篠
田

義
三
郎
が
、
十
数
名
で
は
、
突
き
進
ん
で
も
城
へ
戻
る

に
せ
よ
、
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
武
士
の
本
分

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
潔
く
自
刃
し
よ
う
で
は
な
い

か
と
訴
え
、
全
員
合
意
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

自
刃
の
理
由
が
い
ま
だ
に
「
早
合
点
」
説
で
あ
る
こ

と
に
違
和
感
を
覚
え
た
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　

多
数
の
視
聴
者
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
（
映
画
）
を
み
れ
ば
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
真
実
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
主
人
公
に
比
較
的
近
い
子
孫
が
存
命
で
あ
る
よ

う
な
場
合
に
は
、「
あ
れ
っ
、
少
し
違
う
ぞ
」
と
感
じ
る

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
真
実
に
近
い（
た

が
わ
な
い
）
ス
ト
ー
リ
ー
を
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
史
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
物
語
性
）
の
狭
間
に

悩
む
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
時
代
劇
「
白
虎
隊
敗
れ
ざ
る
者
た
ち
」
を
見
て

�

会
員
　
飯
沼 

一
宇
（
仙
台
市
在
住
）

筆者　飯沼一宇
（いいぬま　かずいえ）
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徳
川
家
康
は
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
愛
知
県

の
岡
崎
城
で
松
平
広
忠
嫡
男
（
母
水
野
大
子
）
と
し
て

誕
生
。
松
平
竹
千
代
（
次
郎
三
郎
、
蔵
人
佐
）、
元
信
、

元
康
、
家
康
と
改
名
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
胃
癌

で
七
四
歳
に
て
没
し
、
静
岡
県
の
久
能
山
東
照
宮
に
埋

葬
、
翌
年
日
光
に
分
霊
さ
れ
ま
す
。

蒲
生
氏
郷
と
の
関
係

　

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
死

去
、
家
康
は
、
天
正
十
四
年
に
大
坂
城
で
豊
臣
秀
吉
の

配
下
と
な
り
ま
す
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
小
田

原
の
北
条
氏
が
敗
れ
、
家
康
は
江
戸
に
移
り
、
秀
吉
は

そ
の
ま
ま
全
国
統
一
最
後
の
地
と
し
て
会
津
に
蒲
生
氏

郷
を
先
頭
に
約
五
万
人
で
入
り
ま
す
。
氏
郷
は
、
鶴
ケ

城
を
改
修
す
る
際
、
家
康
に
相
談
、『
徳
川
実
紀
』
に
氏

郷
は
「
広
島
城
の
よ
う
に
し
た
か
っ
た
が
、
今
あ
る
城

を
早
く
改
修
し
堅
固
な
城
に
し
ろ
」
と
家
康
に
言
わ
れ

ま
す
。
氏
郷
の
嫡
子
秀
行
は
、
家
康
の
三
女
振
姫
を
娶

り
ま
す
。
氏
郷
が
死
去
す
る
と
、
大
国
の
会
津
経
営
は

無
理
と
み
ら
れ
、
秀
行
は
宇
都
宮
城
へ
移
封
と
な
り
ま

す
。

関
ケ
原
の
戦
い
前
後
と
会
津

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）、
秀
吉
が
死
去
す
る
と
家
康

は
、
前
田
利
家
、
上
杉
景
勝
ら
五
大
老
と
石
田
三
成
ら

と
対
立
、
会
津
の
上
杉
討
伐
令
を
出
し
ま
す
。
景
勝
、

直
江
兼
続
は
、
広
島
城
に
似
せ
た
平
城
で
、
鶴
ケ
城
の

二
倍
の
大
き
さ
と
な
る
予
定
だ
っ
た
神
指
城
の
築
城
を

中
止
し
、
作
業
に
あ
っ
て
い
た
八
万
人
か
ら
十
二
万
人

を
白
河
や
南
会
津
な
ど
の
国
境
に
移
動
し
ま
す
。
防
塁

を
築
き
各
地
の
城
も
大
改
修
、
家
康
と
の
主
戦
場
を
白

河
南
の
皮
籠
原
と
し
ま
し
た
。
家
康
も
栃
木
県
内
の
城

を
大
改
修
し
ま
す
。
七
月
二
十
四
日
、
家
康
は
栃
木
県

の
小
山
ま
で
進
軍
し
ま
す
が
翌
日
、
三
成
の
挙
兵
で
西

へ
反
転
、
九
月
十
五
日
の
関
ケ
原
の
戦
い
で
勝
利
と
な

り
ま
す
。
も
し
、
白
河
で
戦
っ
て
い
た
ら
家
康
は
敗
北

し
て
い
た
で
し
ょ
う
。

会
津
生
ま
れ
の
天
海
大
僧
正
（
慈
眼
大
師
）

　

家
康
か
ら
家
光
に
仕
え
、
陰
陽
道
を
し
て
江
戸
城
下

づ
く
り
に
関
わ
っ
た
の
が
天
海
大
僧
正
。『
東
叡
山
開
山

慈
眼
大
師
縁
起
』
に
「
陸
奥
国
会
津
郡
高
田
の
郷
に
て

給
ひ
。
葦
名
修
理
大
夫
平
盛
高
の
一
族
」、『
会
津
正
統

記
』
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
船
木
少
輔
景
光
の
嫡
男

兵
太
郎
と
し
て
い
ま
す
。
鶴
ケ
城
の
前
身
黒
川
城
三
ノ

丸
の
如
法
寺
別
当
を
し
て
い
た
時
は
「
隋
風
」
と
名
乗

っ
て
い
ま
す
。
家
康
に
見
込
ま
れ
、
天
正
十
六
年
（
一

五
八
八
）
埼
玉
県
川
越
市
の
喜
多
院
を
改
修
し
「
天
海
」

と
改
名
。
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
は
江
戸
城
の
守

り
と
し
て
鬼
門
に
寛
永
寺
を
創
建
し
ま
す
。
天
海
大
僧

正
両
親
の
墓
は
、
大
正
四
年
に
会
津
美
里
町
龍
興
寺
境

内
か
ら
発
見
さ
れ
、
母
は
十
三
代
葦
名
盛
高
（
一
五
一

七
年
没
）
末
裔
の
娘
で
す
。

柳
津
円
蔵
寺
再
建
・
赤
べ
こ
と
家
康
の
娘

　

柳
津
町
の
圓
蔵
寺
虚
空
蔵
堂
は
、
慶
長
十
六
年
（
一

六
一
一
）
の
慶
長
会
津
大
地
震
で
倒
壊
。
そ
こ
で
本
堂

を
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
揚
津
秘
録
』
に

「
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
蒲
生
秀
行
室
で
家
康
の
三
女

振
姫
（
側
室
於
愛
・
竜
雲
院
の
娘
）
が
殿
堂
建
立
、
其

時
の
別
当
住
持
有
栄
和
尚
也
。
普
請
奉
行
は
外
池
伊
織

介
、
村
田
喜
平
衛
」
と
、
蒲
生
秀
行
夫
人
振
姫
が
堂
の

再
建
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
伝
承
に
堂
を
再
建
す
る
時
、

只
見
川
か
ら
材
木
を
運
び
上
げ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る

と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
赤
毛
の
牛
「
赤
べ
こ
」（
赤

牛
・
朝
鮮
べ
こ
、
と
い
っ
た
）
が
現
れ
、
材
木
運
搬
を

最
後
ま
で
手
伝
い
去
っ
て
行
き
、
そ
の
た
め
堂
は
完
成

し
た
と
い
う
。
黒
い
斑
点
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

に
流
行
し
た
疱
瘡
（
天
然
痘
ウ
ィ
ル
ス
）
除
け
の
し
る

し
で
す
。

家
康
の
孫
、
保
科
正
之

　

会
津
松
平
家
藩
祖
の
保
科
正
之
は
、
家
康
の
孫
で
あ

り
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
子
で
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一

一
）
五
月
七
日
に
生
ま
れ
、
三
代
家
光
と
は
兄
弟
で
す
。

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
山
形
か
ら
会
津
二
十
三
万

石
の
藩
主
と
な
り
、
江
戸
幕
府
を
支
え
た
の
で
す
。

徳
川
家
康
と
会
津

理
事
　
石
田 

明
夫
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一
、
は
じ
め
に

　

会
津
の
滝
沢
洋
之
氏
か
ら
の
年
賀
状
に
「
よ
ろ
し
く
」

の
書
き
添
え
が
あ
る
。
何
の
こ
と
？
早
速
滝
沢
氏
に
電

話
し
て
み
る
。
ご
自
身
の
主
催
「
会
津
と
萩
の
交
流
を

考
え
る
会
」
総
勢
18
名
で
萩
に
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

会
津
と
長
年
交
流
さ
れ
て
い
る
山
本
貞
壽
先
生
、
松
陰

東
北
の
旅
で
交
流
の
あ
る
山
中
信
介
氏
と
私
と
で
話
し

合
い
を
持
つ
こ
と
四
回
。
山
本
先
生
は
医
師
、
診
察
、

訪
問
診
療
、
コ
ロ
ナ
診
療
と
多
忙
を
極
め
る
中
で
適
格

な
ご
指
示
を
頂
い
た
。
令
和
５
年
２
月
14
日
か
ら
の
２

日
間
の
行
程
が
出
来
上
が
り
滝
沢
氏
か
ら
の
了
解
を
得

た
。

二
、
初
日
の
夜
の
宴
会

　

萩
か
ら
は
「
男
な
ら
」
を
見
せ
た
い
と
山
本
先
生
。

「
男
な
ら
」
は
山
口
名
物
の
民
謡
踊
り
で
、
馬
関
戦
争
で

男
は
皆
下
関
に
戦
争
に
行
き
ま
し
た
が
、
萩
は
女
が
守

る
と
い
う
萩
女
の
心
意
気
を
歌
っ
た
踊
り
で
、
地
元
の

有
志
の
方
々
が
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
お
、
女

台
場
は
そ
の
時
造
ら
れ
た
丘
で
す
。
当
日
は
生
憎
の
雨

で
し
た
が
会
津
か
ら
は
小
椋
ご
夫
妻
か
ら
玄
人
肌
の
会

津
民
謡
が
披
露
さ
れ
宴
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

三
、
二
日
目

　

滝
沢
氏
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
、
白
虎
隊
の
石
版
画

で
有
名
な
唐
樋
町
の
地
蔵
堂
を
案
内
し
ま
し
た
。
当
日

は
雪
の
舞
う
萩
で
も
な
か
な
か
の
寒
い
日
で
し
た
が
、
毎

日
の
お
掃
除
を
さ
れ
る
町
内
婦
人
部
方
々
、
石
版
画
を

持
っ
て
会
津
を
訪
ね
飯
盛
山
の
白
虎
隊
の
墓
に
お
参
り

し
た
町
内
有
志
の
方
々
他
が
お
迎
え
し
ま
し
た
。
町
内

会
長
お
よ
び
田
中
文
夫
萩
市
長
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉
を

頂
い
た
後
、
石
版
画
を
見
な
が
ら
皆
さ
ん
に
お
参
り
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
足
早
に
明
倫
館
跡
、
明
倫
小
学
校
を
利
用
し
て

観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
明
倫
学
舎
に
移
動
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
長
年
に
亘
っ
て
会
津
と

の
交
流
を
推
進
さ
れ
た
野
村
興
児
前
萩
市
長
の
歓
迎
の

言
葉
を
頂
い
た
他
、
会
津
と
萩
に
ま
つ
わ
る
話
を
以
下

の
３
人
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
石
版
画
の
話
や
日
新
館

と
明
倫
館
の
話
は
山
中
氏
、
歴
代
藩
主
と
の
姻
戚
や
明

倫
館
と
会
津
の
人
と
の
交
流
は
吹
上
終
身
氏
、
戊
申
戦

争
で
若
者
が
持
っ
て
帰
っ
た
分
踊
り
の
話
は
中
原
正
夫

氏
。
会
津
の
方
に
は
新
鮮
な
話
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

昼
食
後
は
図
書
館
で
山
本
先
生
の
寄
贈
の
会
津
関
連

本
の
書
棚
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
津
前
高
谷

医
師
会
長
と
萩
医
師
会
長
で
あ
っ
た
時
の
山
本
先
生
の

ご
縁
で
実
現
し
ま
し
た
。
萩
の
方
は
会
津
の
本
が
読
み

た
け
れ
ば
こ
こ
に
来
れ
ば
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

な
お
、
昭
和
30
年
代
に
会
津
図
書
館
長
を
務
め
た
大
村

武
一
氏
は
萩
図
書
館
長
か
ら
会
津
に
迎
え
ら
れ
生
涯
会

津
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
を
後
に
大
照
院
で
の
奥
平
謙
輔
の
墓
参
り
、

歴
代
藩
主
の
墓
参
り
を
案
内
。
足
早
に
松
陰
神
社
参
拝

と
松
下
村
塾
講
義
室
へ
上
げ
て
頂
い
て
の
逸
話
を
聞
き
、

松
陰
の
墓
、
誕
生
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
萩
城
下
を
見
下
ろ
し
、
日
本
海
の
見
え
る
場
所
で
す
。

四
、
む
す
び

　

二
日
目
は
終
日
山
口
テ
レ
ビ
お
よ
び
新
聞
に
密
着
取

材
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
は
２
月
23
日
に
放

映
さ
れ
ま
し
た
。
長
州
と
会
津
の
繋
が
り
は
他
に
も
沢

山
あ
り
ま
す
。
会
津
の
皆
様
、
萩
へ
の
印
象
は
変
わ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

お
い
で
ま
せ　

萩
へ

会
員
　
原
田 

靖
子
（
萩
市
在
住
）

原田靖子
（ノブコ）
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一
、
は
じ
め
に

　

令
和
５
年
二
月
一
七
日
、
飯
沼
会
長
の
紹
介
で
元
会

津
会
幹
事
長
の
山
内
裕
正
様
が
、
美
祢
市
と
下
関
市
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
私
共
下
関
支
部
は
、
顧
問
の
藤
田
、

副
部
長
の
渡
部
、
事
務
長
の
河
本
と
支
部
長
の
私
吉
井

が
お
迎
え
し
ま
し
た
。

二
、
楢
崎
屋
敷
跡

　

楢
崎
屋
敷
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
、
見
知
ら
ず
柿
に

注
目
さ
れ
、「
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
ね
。
あ
の
枝
に
柿

の
へ
た
が
つ
い
て
い
る
。
今
年
は
実
が
つ
い
た
の
で
す

ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
成
長
ぶ
り
を
大
変

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
恩
愛
の
碑
の
除
幕

式
の
様
子
や
高
見
フ
サ
口
伝
な
ど
の
説
明
を
聞
か
れ
た

り
、
芳
名
版
の
会
津
関
係
者
の
名
前
を
確
認
さ
れ
た
り

し
な
が
ら
、
頼
三
と
貞
吉
以
外
に
も
し
ば
し
歓
談
を
い

た
し
ま
し
た
。

三
、
会
津
と
長
州
の
関
わ
り

　
「
奥
平
謙
輔
と
山
川
健
次
郎
」「
乃
木
希
典
山
川
健
次

郎
」「
乃
木
希
典
と
松
平
英
夫
」「
松
平
英
夫
と
山
田
顕

義
」「
日
下
義
雄
と
井
上
馨
」
等
々
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
戊
辰
七
〇
年
に
あ
た
る
昭
和
一
二
年

の
會
津
会
で
は
、
山
田
伯
爵
（
長
州
の
山
田
家
に
婿
養

子
に
入
っ
た
松
平
英
夫
）
が
挨
拶
の
辞
を
述
べ
て
い
る

こ
と
。
そ
の
中
で
戊
辰
戦
争
後
に
味
わ
っ
た
辛
酸
。
薩

長
閥
が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
陸
軍
軍
人
時
代
の
苦
労
。

松
平
勢
津
子
妃
と
秩
父
宮
家
親
王
と
の
ご
成
婚
の
慶
び

に
加
え
て
、
戊
辰
戦
争
当
時
の
敵
味
方
の
英
霊
を
慰
め

る
祭
典
に
列
し
た
喜
び
を
述
べ
て
い
る
な
ど
の
貴
重
な

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

二
月
二
〇
日
に
は
、
下
関
の
会
津
？
を
藤
田
顧
問

共
々
ご
案
内
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
飯
沼
貞
吉
初
任
の

地
（
元
赤
間
関
逓
信
局
、
現
田
中
絹
代
文
化
館
）、
続
い

て
長
府
万
骨
塔
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
塔
は
、
敵
味

方
の
別
な
く
国
に
殉
じ
た
人
々
を
祀
る
た
め
に
、
全
国

か
ら
霊
石
を
集
め
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
、

福
島
県
の
霊
石
と
飯
盛
山
で
自
刃
し
た
白
虎
隊
士
、
廣

澤
安
任
の
霊
石
も
建
立
当
初
か
ら
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
三
年
十
月
に
は
、
山
川
健
次
郎
の
霊
石

が
新
た
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。
山
内
様
は
、「
万
骨
塔
の

趣
旨
」
や
「
万
骨
塔
の
大
き
さ
」
に
感
動
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
次
の
乃
木
神
社
で
は
本
殿
参
拝
後
、
資
料
館

の
中
に
あ
る
「
水
師
営
の
会
見
」
後
に
撮
影
さ
れ
た
乃

木
将
軍
を
中
心
に
し
た
集
合
写
真
に
副
官
松
平
英
夫
氏

の
姿
が
あ
り
、
會
津
と
長
州
の
交
流
に
つ
い
て
再
び
話

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
旧
会
津
藩
士
神
戸
岩
蔵
（
会
津
藩
間
諜
）

の
眠
る
道
玄
堂
山
に
ご
案
内
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
旧
長

府
藩
の
処
刑
場
で
罪
人
墓
地
で
す
。
岩
蔵
墓
に
辿
り
着

か
れ
る
と
線
香
を
手
向
け
ら
れ
合
掌
さ
れ
ま
し
た
。
岩

蔵
さ
ん
も
さ
ぞ
喜
ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
岩

蔵
に
つ
い
て
は
会
報
２
号
又
は
Ｈ
Ｐ
参
照
の
こ
と
。

四
、
む
す
び

　

山
内
様
に
は
、
こ
の
二
日
間
、
沢
山
の
お
話
を
聞
か

せ
て
頂
き
、
大
変
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
会
津

関
係
の
皆
様
方
が
、「
長
州
の
中
の
会
津
」
を
訪
ね
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
い
で
ま
せ
美
祢
・
下
関
へ

下
関
支
部
長
　
吉
井 

克
也

恩愛の碑の前で
右から渡部、山内、吉井、河本

万骨塔の前で
左山内、右吉井



白虎隊の会　12

一
、
は
じ
め
に

　

今
年
度
も
下
関
支
部
は
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た

一
年
で
し
た
。
し
か
し
、「
恩
愛
の
碑
の
趣
意
」
に
共
感

を
抱
か
れ
た
方
々
が
、
各
方
面
に
様
々
に
発
信
し
て
く

だ
さ
り
、
こ
の
碑
の
認
知
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
滝
沢
洋
之
先
生
著
「
河
井
継
之
助
と
会

津
」
に
白
河
市
の
安
司
弘
子
さ
ん
が
『
会
津
と
長
州
を

と
り
ま
く
私
の
縁
』
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
り
、
山
口
県

下
松
市
の
田
村
悌
夫
先
生
は
『「
恩
愛
の
碑
」
～
戊
辰
戦

争
秘
話　

白
虎
隊
士
飯
沼
貞
吉
と
長
州
藩
士
楢
﨑
頼

三
』
を
総
合
文
芸
誌
「
新
紫
南
」
に
掲
載
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
お
二
人
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
２
月
に
は
、
会
津
会
前
幹
事
長
の
山
内
裕
正
氏

が
美
祢
市
下
関
市
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
も
、
下
関
支
部

に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。（
詳
細
は
「
お
い
で
ま

せ
美
祢
・
下
関
へ
」
参
照
）

二　

本
年
度
の
主
な
活
動

　

・
五
月
六
日　

神
戸
岩
蔵
墓
参
道
筍
切
り

　

・
六
月
四
日　

神
戸
岩
蔵
墓
整
備
活
動

　
　
　
　
　
　
　

美
祢
市
恩
愛
の
碑
整
備
活
動

　

・
八
月
二
日　

神
戸
岩
蔵
墓
参

　

・
八
月
十
八
日
恩
愛
の
碑
周
辺
草
刈
と
参
拝

　

・
九
月
十
九
日�

台
風
十
四
号
に
よ
り
楢
﨑
屋
敷
庭
の

泰
山
木
の
大
木
が
倒
伏
。
美
祢
市
が

全
面
的
に
復
旧
。

　

・
十
月
二
十
三�

日
赤
間
関
街
道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
第

二
ス
テ
ー
ジ
四
五
名
が
恩
愛
の
碑
参

拝
。
ガ
イ
ド

　

・
一
一
月
六
日�　

赤
間
関
街
道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
第

三
ス
テ
ー
ジ
四
七
名
に
恩
愛
の
道
ガ

イ
ド

 　

・
二
月
一
七
・�

二
〇
日
山
内
裕
正
氏
美
祢
・
下
関
を

訪
問
・
案
内

　

・
二
月
一
八
日
下
関
支
部
役
員
会

　

・
二
月
二
五
日
下
関
支
部
総
会

　
　

山
内
氏
の
神
戸
岩
蔵
墓
参

三　

お
わ
り
に

　

�　

国
際
社
会
に
目
を
向
け
れ
ば
、
多
く
の
国
々
が
自

国
内
で
分
断
と
対
立
を
深
め
、
さ
ら
に
は
、
も
う
二

度
と
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
大
規
模
な

戦
争
が
生
じ
、
日
々
多
く
の
人
々
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
我
が
国
も
、「
戦
争
を
し
な
い

国
」
か
ら
自
衛
の
た
め
と
い
う
理
由
で
「
戦
争
が
で

き
る
国
」
へ
と
国
の
方
針
を
急
転
換
し
て
い
ま
す
。

　

�　

私
た
ち
は
今
こ
そ
、
幕
末
・
明
治
維
新
期
以
降
の

我
が
国
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
謙
虚
に
学
び
な
お
す

必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

下
関
支
部
便
り

支
部
長
　
吉
井 

克
也

２月２０日会津会の山内裕正様が墓参され線香を手
向けられました。

恩愛の碑整備活動（8/18）の参加者13名
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本部だより
1.会員
2022年度の新入会員は6名（昨年比（＋4）でした。逝去者は1名、退会者4名で共に名簿から削除しました。
その結果、2023年3月末現在、名簿登録会員数は104名（＋3）となりました。内訳は一般73（＋4）、特別会
員（役員を含む）31（−1）。地域別内訳は会津21（＋1）、東京38（＋2）、下関13（0）、京都5（−2）、長
崎4（0）、仙台7（0）、その他16（−2）名となりました。

2.活動
主な活動実績は表に示すとおりです。

今期は事業関係の支出はありません。広告費は会津会々報に毎年見開き2ページの広告を出稿しています。多
額のご寄付を頂いた方に感謝申し上げます。

会計監査
令和3年度の決算報告書及び預貯金記録を照合精査した結果、いずれも誤りなく執行されていることを認めま
したので、ここに報告いたします。

令和5年3月31日　会計監査役　　森川 敬寿

4.2023年度の計画
新規会員獲得目標5名、総事業費は50万円を予定。
1．会津美里町に会津本郷焼と電信用碍子の記念碑を設置し序幕（飯沼・石田他）
2．白虎隊出陣・終焉の地記念説明版の大型化（飯沼・石田・森川他）
3．戊辰155年子孫隊出陣の協力・調整（飯沼・森川）ほか

3.決算報告

年月日 主な活動（予告を含む、青字は本誌に掲載）

2023年9月24日 （予定）戊辰155年会津藩子孫隊の出陣に参加（会津若松市）

2023年9月22日 （予定）会津本郷焼と電信用碍子記念碑序幕（会津美里町）

2023年4月24日 （予定）春の飯盛山墓前祭

2023年4月16日 （予定）会報第13号発行

2023年4月2日 年次総会（インターネットで）

2023年3月15日 会報第12号（資料館に掲載）

2022年9月22日 白虎隊出陣・終焉の地記念碑序幕および洞門くぐり（会津若松市）

2022年4月16日 会報第12号発行（資料館に掲載）

2022年4月2日 年次総会（インターネットで）

白虎隊の会 貸借対照表 単位（円） 損益計算書 単位（円）
資産の部 1,806,409 負債の部 0 収入の部 支出の部
現金及び預金 1,806,409 未払金 0 会費 354,000 HP管理 66,825
未収入金 0 負債の部合計 0 寄付 165,000 会誌発行 70,592

前期繰越残高 1,606,712 書籍代 23,000 広告費 40,000
今期損益金 199,697 会報売上 0 説明版設置 136,730
次期繰越残高 1,806,409 助成金 0 通信費他 28,156

資産の部合計 1,806,409 負債純資産合計 1,806,409 今期損益金 199,697
会計監査 令和5年3月31日現在 合計 542,000 542,000



検 索ホームページを変更しました：http://byakkotai.club/

♪白虎隊の会について♪
★入会は自由です。入会金は無料・年会費は三千円です。

5年分一括納入へのご協力をお願いしています。
郵便振込先加入者名：白虎隊の会　口座記号番号00100-1-616556

【白虎隊の会】事務局
〒156－0054 東京都世田谷区桜丘2-24-14　TEL:03-3429-6652　FAX:03-3429-6654

発行責任者　事務局長　飯沼一元
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白虎隊の会　設立趣意書
会津白虎隊は1868年（慶応4年）3月1日に会津藩の最年少軍隊として組織され、戊 
辰戦争で皇国への義を掲げて、新政府軍と戦いました。
数え年16 ～ 17歳で編成された白虎隊は総勢約300名で、うち約30名が戦死し、17名 
が飯盛山で自刃しました。
彼らはこの戦いで〝会津の教え〟を健気にも最後まで守り通しました。

〝会津の教え〟とは『ならぬことはならぬ』に象徴される生活の掟でした。
いつ、いかなる場面でも『義』をもって生きることが彼らの行動規範でした。
生き残った白虎隊士の多くは、国賊の汚名を着せられ、流罪となり、死んでいった戦 
友たちへの忸怩たる思いを抱きながら、艱難辛苦に耐えました。
一方、会津白虎隊の壮烈果敢な行動は「皇国への犠牲」としてモデル化され、戦争に 
利用されました。

あれから144年、会津白虎隊士の子孫は4代目から5代目を迎え、情報は散逸し、史実
は風化しつつあります。
しかし、白虎隊物語は、日本人の心の中に生かし続ける必要があるのではないでしょ 
うか？
私たちは白虎隊の『義』を現代および将来に伝え、広めることを目的として、【白虎隊
の会】を設立しました。

この会は、1.調査・研究、2.交流、3.事業企画 の3つを中心に会員自らの活動を原動 
力として推進いたします。本会の運営は会則に示すとおりです。入会資格は問いませ 
んので、趣旨に賛同いただける方の入会を切にお待ちいたします。

2010年4月1日
【白虎隊の会】設立発起人一同

文責　発起人代表　飯沼一元

《編集後記》
　コロナ4年目、ウクライナ戦争2年目を迎え我が国も戦争の準備を開始しました。第一次・二次世界
大戦で7,000万人もの命を奪った反省のもと、100年かけて自由と平和を希求してきた世界に対して、
歯車を逆回転させる勢力が台頭しています。自己の利益を優先する限り争いは収束しません。白虎隊
の会は世界平和を求めて活動します。理不尽な振る舞いを断じて許すことはできません。
　私たちは先人の多くの犠牲と先人が残した知恵の上に生きています。
　「ならぬことはならぬ」という「筋・ケジメ」の大切さを実感します。
　戊辰戦争で散った白虎隊士に学ぶものがあると信じ、白虎隊の会を立ち上げて13年。“義”に生き
た白虎隊士の思いを現代に伝えたい。
　会誌第13号を皆さんの協力により、発行することができました。継続は力なりと自分を戒めなが
ら、老骨に鞭を打っています。
� 2023年4月　飯沼記




